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１．研究計画の概要 

本研究の目的は、ビザンツ帝国において進
展した教会と修道院の改革運動の特質を、と
りわけ帝国の政治・社会状況および修道士の
生活環境との関連において解明し、11 世紀以
降、西ヨーロッパ・カトリック世界で進展し
た教会改革、いわゆるグレゴリウス改革との
比較を試みることである。本研究では、ビザ
ンツにおいて教会・修道院の改革運動が本格
的に開始された 11 世紀から、帝国が滅亡す
る 1453 年までの約 4 世紀を以下のように区
分し、それぞれの時期について、記述史料の
分析と現地での地誌調査（おもにトルコ共和
国内の都市・遺跡）の両面から、改革運動の
要因、構造、後代への影響を明らかにする。 

(1)初期：11 世紀から 12 世紀末まで 

成文規則（ティピコン）の導入による修道
生活の再編と俗人に対する修道院貸与慣行
の改革について 

(2)中期：13 世紀初めから 14 世紀初めまで 

 総主教アタナシオスの改革と彼の広範な
改革を可能ならしめた政治的背景について 

(3)末期：14 世紀初めから帝国滅亡まで 

 正教の神秘主義霊性ヘシカズムの興隆と
ヘシカズムを実践する修道士（ヘシカスト）
の教会組織と帝国の政治と社会へのかかわ
りについて 

 

２．研究の進捗状況 

(1) 

2009 年度および 2010 年度に、改革運動に
帝国内の主要な修道院や著名な修道士が及
ぼした影響の範囲を記述史料の分析および
実地調査にもとづき明らかにするよう試み
た。11 世紀に本格化した修道院改革の中心地
の一つは、地中海東方、シリア・パレスティ

ナ一帯の修道院にあった。2009 年度には、
アンティオキア北部の山岳地帯（黒山）で活
動した、黒山のニコンと呼ばれる修道士に着
目し、彼が弟子のために執筆・編纂したギリ
シャ語著述がスラヴ語訳され、ロシア北方ま
で伝播したプロセスおよび要因を考察した。
2010 年度には、イコノクラスム終結後から
十字軍時代まで、一定数の修道士がコンスタ
ンティノープルと地中海東方地域を往来し
たこと、そして、その移動と通信、写本の授
受によって修道生活の成文規則が帝国内の
各地の修道院に伝播したことを記述史料に
もとづいて確認した。 

(2) 

2008 年度に、13 世紀から 14 世紀にかけて
ビザンツ教会で進展した改革の特徴を把握
するべく、その主要な担い手であった総主教
アタナシオスの事績および書簡の執筆・使
用・保存の問題と、13 世紀後半までに、アタ
ナシオスを含む厳格主義的な修道士層に広
く共有されるにいたった政治思想を集中的
に検討した。13 世紀後半に一部の修道士らに
広まったのは、正教会とローマ教会の合同へ
の反対意見を表明する際に、ラテン人（＝カ
トリックの西欧人）を異端者であると公言す
ることと、魂の身体に対する優越という、古
代ギリシャ哲学に由来するレトリックを使
用することであり、これは、後に合同支持派
に転向する高位聖職者ヨアンニス・ベッコス
の 1273 年の否定的発言に由来することを明
らかにした。 

(3) 

2010 年度には、13 世紀以降、ビザンツ・
正教スラヴ世界で普及した神秘主義霊性、ヘ
シカズムについての政治・社会史的考察を開
始し、その成果の一部を「聖山アトスの静寂
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──総主教アタナシオスとビザンティン・ヘ
シカズムの接点」と題する論文にまとめた
（2011 年刊行予定）。 

 

３．現在までの達成度 

②おおむね順調に進展している。 

（理由） 

本研究はビザンツの教会・修道院の改革に
ついての体系的な理解を目指しており、とり
わけ 11世紀から 15世紀にかけての改革運動
を記述史料の分析と実地調査（おもに地誌調
査）にもとづいて明らかにすることに主眼を
置く。記述史料については、研究課題(2)に関
連するアタナシオスの書簡群とそれを収録
した書簡集の写本を、また、(1)に関連する黒
山のニコンの著述を考察し、一定の成果を論
文および口頭発表の形で公表できた。一方、
トルコ共和国の都市・遺跡を主対象とする地
誌調査も、2008 年度以降、毎年実施してお
り、目下、収集したデータの分析と発表の準
備を行っている。 

 

４．今後の研究の推進方策 
最終年度である 2011 年度の目標は、これ

まで行った個別の研究の精度を高めると同
時に、包括的な研究成果を具体化させること
である。当年度は、ビザンツ教会の聖職者お
よび修道士の生活と彼らの帝国政治への関
与・影響がアタナシオスの時代にかけてどの
ように変遷し、アタナシオスの時代以降、崩
壊が加速度的に進む帝国社会においてどの
ような局面を迎えたのかという問題を、これ
までに収集した記述史料とトルコ共和国の
各地で実施した調査結果の再検討を通じて
明らかにするよう試みる。それと同時に、ビ
ザンツ世界の修道士の移動と交流の様態に
ついてより明確な知識を得るべく、キプロス
島（キプロス共和国および北キプロス・トル
コ共和国）、イスラエル共和国、エジプト共
和国に現存する正教修道院（エルサレムの聖
サバス修道院、シナイ山の聖カタリナ修道院
など）において、地誌および写本の調査を行
う予定である。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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